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　今年は、夏祭り、運動会、秋の遠足など行事の度に移り変わりの激しい天候に泣かされます。花植えを予定していた17日（土）も２～３日前までは、９０％の降水確率でしたから延期の通知をしたのに、前日には晴れの予報に変わっていました。当日の朝の天気予報でも晴れでしたから、急遽、延期を取消して、花植えのお願いをしました。
　急な変更であったため、参加される方は少ないだろうと、始めは、教頭先生と2人で、ロータリーと通園路花壇に分かれて耕していたところ、３０分を過ぎた頃から１人、２人と来ていただきました。最終的には、１０人近くのお父さんと1名のお母さん、そして、卒園児、在園児併せて約１０人の子どもたちの手伝いがあり、予定通りの花植えをすることができました。
　今回、花を植えるまでの作業は大人が行い、子どもたちには、花植えを手伝ってもらいました。子どもはお父さんに教えてもらいながら、楽しそうに花植えをしましたが、子どもたちも、植え方をマスターすると結構上手にできるものだと感心しました。今までは、子どもたちには土運びや土起こしなど安全に配慮しながら一緒にしていましたが、花を植えることだけに特化して行うと、大きな戦力になることが分かりました。元々、子どもたちは花に触れることが好きですから、花植えがスムーズにいったのかもしれません。環境は人を育てます。子どもたちは、きれいな花を見て、美しいと感じてくれるはずです。花いっぱいで、卒園式や入園式で子どもたちを祝いたいと思います。
　今年は、大切に保存していた昨年のチューリップの球根を、花壇やプランターに植えましたので、どんな色のチューリップが顔を出すのか楽しみでもあります。
	始動したピカピカ大作戦　
　今年も落ち葉の季節がやって来ました。今年は、園舎建て替えで、玄関前の4本の桜の木が伐り倒されたために、玄関前の落ち葉はありませんが、坂道には、毎日のように赤や黄色の落ち葉が散っています。
　そこで、今年は企画委員さんの音頭で、ピカピカ大作戦を始めていただきました。毎週火曜日の9時半からと決まりましたが、実情に応じて臨機応変に、子どもさんを送ったついでにと、教室へ送り届けた方から順次、始められています。
　ロータリー近辺や、坂道など、一人ではなかなか手が届かなかったところも、人海戦術で、あっという間にきれいになります。落ち葉の美しさを愛でたいところですが、子どもたちが、雨の日に落ち葉を踏んで滑るのが怖くて、綺麗に掃いてもらっています。新年になっても、落ち葉があるようでしたら、続けていただくとありがたいです。
年長さんによる愛園作業
　最近、年長さんが「先生、何かお手伝いすることありませんか？」と言ってきます。メダカのエサをやったり、教室の床を葺いたりしてする姿を見かけます。「どんなことをすればみんなの役に立ち、みんなが喜ぶか」ということで話し合い、活動内容を決めて活動しているようです。
見ていると、どうも、一クラスだけではなく、年長さんのどのクラスも、小学校に上がる練習を兼ねお世話になった幼稚園に対して、自分達でできることを探し、愛園（？）作業をしているようです。
[bookmark: _GoBack]　こんな時に、子どもたちは、思考力を働かせ、創造性や協働性を発揮し、小学生への階段を上っているのです。自分達で考えた活動であれば、応援したくなりますし園としては大変ありがたいことです。
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